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『白氏文集j，白居易の作品集である。しかしこれ
は単一のものではない。白居易は五十三才の長慶四
(八二四)年に自ら作品を編集し『白氏長慶集j五
十巻とする。その後「元白唱和国継集J["劉白唱和集」
などと個別にも編集するが，ともかく後の作品を加
えて次々にその量を増加させる。記録によれば，大
和九(八三五)年に六十巻本を江州の東林寺に奉納
する。開成元(八三六)年には六十五巻本を洛陽の
聖善寺に奉納する。開成四(八三九)年には六十七
巻本を蘇州南禅院に奉納する。会昌二(八四五)年
には I長慶集j五十巻に対して『後集j二十巻を編
集する。会昌五(八四五)年には， r続後集J五巻を
加え，計七十五巻の「大集」を完成させる。これが
最終的な I白氏文集jの姿であったはずである。こ
れはすべて抄本であったはずで，このまま残ってい
れば相当な歴史的価値があったはずであるが，しか
し現在我々が目にすることができる宋代以降の刊本
はおおむね七十一巻本なのである。
『白氏文集』には多くの版本が残され，敦爆の古
写本中にも抄本が発見されている。また日本でも白
居易が最も人気のある詩人であった為に，莫大な数
の古抄本が残されている。『白氏文集jを正確に読む
為には，これらの多くの版本や抄本における本文の
異同を把握し処理しなければならない。本年度の報
告では，先学の研究に拠りながら，主なテキストの
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性格についてごく簡単に述べたい。
O 宋刊本 北宋の刊本が存在したことはわかって
いるが現在しない。現存する最も古いものは，南宋
の紹興初(一一三一)年の七十一巻本で，通常宋本
と呼ぶのはこの本のことである。この本の最大の欠
点は本来前集後集続後集というように累層的に編集
されたはずで『白氏文集jが，詩を前半に文章を後
半にというように原形を大きく改編していることで
ある。
O 那波本 日本の那波道園が元和四(一六一六)
に出版した本でる。祖本としては，宮内庁書陵部蔵
の朝鮮銅活字本と，これを受けた天理図書館蔵朝鮮
木版本の二種が指摘され，特に木版本が直接の祖と
して従来考えられて来た。最近の研究に拠れば，銅
活字本の同版の別本が祖本だとされるようになっ
た。那波本が重視されるのは，宋本よりも後出であ
るが，前集後集という『白氏文集jの原形を比較的
よくとどめたものであることである。
抄本類についてはまだ十分に資料を集めておら
ず，考察も不足しているので来年度以降の研究に期
したい。
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